問題１　女性より男性に多い疾患はどれか。

　１ 関節リウマチ　２ 心筋梗塞　　　３ 皮膚筋炎　　４ シェーグレン症候群

問題２　次の疾患のうち女性より男性に多い疾患はどれか。

　１ 変形性膝関節症　　２ 橋本病　　　３ 肺　癌　　４ 粘液水腫

問題３　次の疾患のうち女性より男性に多い疾患はどれか。

　１ デュシェンヌ型筋ジストロフィー症　伴性劣性遺伝　　　２ レイノー病

　３ 全身性エリテマトーデス　　　　　　　　　　　　　　　４ 膀胱炎

問題４　次の疾患のうち女性より男性に多い疾患はどれか。

　１ 鉄欠乏性貧血　　２ バセドー病　　３ 骨粗鬆症　　　４ 血友病　伴性劣性遺伝
問題５　男性より女性に多い癌はどれか。

　１．肺　癌　　　２ 甲状腺癌　　　３ 肝　癌　　４ 喉頭癌

問題６　男性より女性に好発する疾患はどれか。

　１ 赤緑色盲　　２ 家族性大腸腺腫症　　　３ 胆石症　　４ フェニルケトン尿症

問題７ 女性より男性に好発する疾患はどれか。

　１ レイノー病　　２ 変形性膝関節症　　３ 甲状腺癌　　　４ 心筋梗塞

問題８ 小児期に発症しやすい疾患はどれか。

　１ 肺硝子膜症　　２ 斜　頸　　３ 動脈硬化症　　４ 神経芽細胞腫

問題９ 成人の悪性腫瘍はどれか

　１ 神経芽細胞腫　　　２ 肝芽腫　　　３ 膵臓癌　　　　　　４ 網膜芽腫

問題10　素因の組合せで誤っているのはどれか。

　１ 肉　腫－－－－－若年者　　　２ 東洋人 －－ 肝　炎

　３ 関節リウマチ－－男　性　女　４ ポリオ －－ 脊髄前角細胞　　　　　 Ｔ細胞
問題11　臓器と病原体との親和性について誤りはどれか。　　　　　ヘルパーＴリンパ球
　１ ポリオウイルス ――― 脊髄前角細胞　　２ ＨＩＶ　――――　Ｂリンパ球
  ３ 日本脳炎ウイルス―――大脳皮質　　　　４ ＨＴＬＶ－1――― Ｔリンパ球

問題12　臓器と病原体との親和性について誤りはどれか。

 １ 赤痢菌――――大　腸　　　２ ＨＡＶ ――――― 腎臓　肝臓
 ３ 腸チフス菌 一 小　腸　　　４ ヘルペスウイルス―神経
問題13　臓器素因についての関係で誤りはどれか。

　１ 赤　痢　　　　大　腸　　　　　２ ポリオ  　　脊髄前根　脊髄前角細胞
　３ 日本脳炎　　　大脳皮質　　　　４ 胃　癌　　　小弯幽門部　胃角
問題14　成人Ｔ細胞白血病が多い地方はどれか。

  １ 北海道　　　２ 東北地方　　　３ 関東地方　　　　４ 九州地方

問題15　日本人に比べアメリカ人に好発する疾患はどれか。

　１ 子宮頸癌　　　２ ＡＴＬ　　　３ ポリオ　乳癌、大腸癌も　　４ 胃　癌

問題16　男性に好発するものはどれか。

　１ 内分泌腺には導管がない

　２ 内分泌腺はフィードバック機構により調節されている

　３ 上皮小体は下垂体前葉により分泌調節されている  Ｃａ濃度
　４ 副腎髄質を除去しても機能低下症は起こらない　カテコールアミン：神経節からも分泌
問題２　内分泌障害でないのはどれか。　　　　　　　　　　　　　閉塞性血栓血管炎
　１ 末端肥大症　　２ バセドウ病　　３ クッシング症候群　　４ バージャー病

問題３　内分泌腺の機能低下により生ずる疾患はどれか。

　１ 末端肥大症　　２ バセドウ病　　　３ 粘液水腫　　４ アルドステロン症

問題４　内分泌異常を来す疾患はどれか。　 甲状腺濾胞の破壊
　１ 血友病　　２ リウマチ様関節炎　　３ 橋本病　　　４ 壊血病

問題５ 末端肥大症の主因となる物質はどれか。

　１ テストステロン　　２ グロースホルモン　　３ ビタミンＤ　　４ カルシウム

問題６ クッシング病と関係あるのはどれか。

　１ 低血圧　　　２ 下垂体腺腫　　３ 低血糖　　　４ 副腎髄質機能亢進
問題７ 分娩時の多量出血により下垂体全体の機能低下を起こすのは どれか。

　１ アジソン病　　２ バセドウ病　　　３ シーハン病　　　４ ベーチェット病

問題８ 上皮小体の機能低下により起こる疾患はどれか。

　１ テタニー　　　２ 線維性骨炎　機能亢進　３ シモンズ病　　４ 橋本病

問題９　膵臓疾患で正しいのはどれか。

　１ ランゲルハンス島α細胞の機能低下で糖尿病が起きる　β
　２ ランゲルハンス島β細胞の腫瘍により胃潰瘍が好発する　α　グルカゴン
　３ 膵尾部の腫瘍では黄疸を起こしやすい　頭
　４ ランゲルハンス島β細胞に腺腫があると低血糖発作を起こす　インスリノーマ
問題10　次の関係で誤りはどれか。

　１ 甲状腺機能低下－－－－粘液水腫　　　　　２ 副甲状腺機能低下－－－テタニー症

　３ 副腎皮質機能亢進－－－アジソン病　低下　４ 下垂体前葉機能低下－－シーハン病

問題11　次の関係で正しいのはどれか。　　　　　先天性　　　　　　成長Ｈ低下
　１ 上皮小体機能亢進症－－骨軟化　　　　　２ クレチン病－－－－基礎代謝の亢進

　３ クッシング症候群－血中ＡＣＴＨ高値　低　４ Ⅰ型糖尿病－－食事療法が有効　Ⅱ
問題12　高血圧を来さない疾患はどれか。　　　　　　　　　　　　カテコールアミン過剰
　１ アルドステロン症　　２ クッシング症候群　　３ シモンズ病　　４ 褐色細胞腫

問題13　糖尿病の徴候でないものはどれか。

　１ 多飲、多尿　　２ 体重減少　　　３ 頻　脈　　　　４ 神経炎

問題14　糖尿病の徴候でないものはどれか。

　１ 肝硬変　　　　２ アテローム性動脈硬化症　　３ ケトーシス　　４ 多発性神経炎

問題15　糖尿病の細小血管障害によらないのはどれか。
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２．外因

１）栄養の供給障害

問題１ 生体活動に不可欠な脂肪酸はどれか。

　１ リノール酸　　２ アミノ酸　　３ 葉　酸　　４ ニコチン酸

問題２ ビタミン欠乏症でない疾患はどれか。

　１ 脚　気　２ ペラグラ　　３ くる病　　　4  スモン病　キノホルム
問題３ ビタミンとその欠乏症との組合せで誤りはどれか。

　１ ニコチン酸　－－－ 末梢神経炎日光皮膚炎２ ビタミンＢ１－－－ 脚　気

　３ ビタミンＣ　－ 壊血病　　小児：メルレルバロウ　　４ ビタミンＤ　－ 骨軟化症
問題４ 少量でも生体に強い毒性を有する金属はどれか。

　１ 銅　　　２ 亜　鉛　　　　　３ 水　銀　水俣病　４ マグネシウム

問題５ 欠乏症により出血傾向を起こさないものはどれか。

　１ ビタミンＡ　　２ ビタミンＢ12　悪性貧血？　３ ビタミンＣ　　　４ ビタミンＫ

問題６ 次の記述で正しいのはどれか。

　１ ビタミンＫはトロンボプラスチンを産生するのに必要である　プロトロンビン
　２ ビタミンＣの欠乏で漏出性出血を起こす

　３ ビタミンＡは水溶性ビタミンである　脂溶性
　４ ビタミンＢ2の欠乏で脚気が起こる　　Ｂ1  Ｂ2：口角炎
問題７　粘膜癌（粘膜の扁平上皮化生）の予防効果があるのはどれか。

　１ ビタミンＡ　２ ビタミンＢ6　　　３ ビタミンＫ　　　　４ ビタミンＥ

問題８　欠乏症により日光皮膚炎を生ずるのはどれか。日光皮膚炎＝ペラグラ　カザール
　１ ビタミンＡ　２　ビタミンＣ　　３ ニコチン酸　ペラグラ４　葉　酸　　首飾り
問題９　飢餓性水腫の起こる主な要因となるのはどれか。

　１ 脂質不足　　　２ 炭水化物不足　　　３ タンパク質不足　　　　４ 電解質不足

問題10　ウイルソン病の発癌要因として正しいのはどれか。

　１ ナトリウムの過剰蓄積　　　　２ カリウムの過剰蓄積　

　３ 鉄の過剰蓄積　　　　　　　　４ 銅の過剰蓄積　常染色体劣性遺伝
問題11　成因についての組合せで正しいのはどれか。

　１ 痛　風――――――肉や魚の多量摂取　　２ 糖原病――――――タンパク質

　３ リウマチ熱――――自己免疫疾患　４ 高カルシウム血症－副腎皮質機能亢進　
問題12　ヘモクロマトーシスの原因は何か。　血鉄症：臓器障害　　
　１ 閉塞性黄疸　　２ 多量の持続的溶血　　３ 鉛中毒　　　　４ 悪性黒色腫

問題13　欠乏症により味覚異常を来すのはどれか。

　１ 銅　　　 ２ 鉄　　　３ 亜　鉛　　　 ４ 鉛

問題14　低カリウム血症を来す原因とならないのはどれか。

　１ アルドステロン症　血清Ｋ↓　　２ バセドウ病（周期性四肢麻痺）？
　３ クッシング症候群　血清Ｋ↓　４ 急性腎不全（乏尿型）　Ｋ↑　Ｃａ↓
問題15　低カルシウム血症を起こさないのはどれか。血清Ｋ↓→Ｃａ↓→テタニー
　１ 副甲状腺機能亢進　高カルシウム　２ 原発性アルドステロン症

　３ ビタミンＤ欠乏症　　　　　　４ 癌の骨転移　高カルシウム血症
２）物理的病因作用

問題１　２度の火傷とはどの状態か。

　１ 潰瘍化　　　２ 炭　化　　　３ 水疱形成　　　　４ 紅　斑

問題２ 重篤な熱傷に続発しないのはどれか。

　１ 多量の滲出反応による循環虚脱（ショック）状態

　２ 蛋白変性物質による自家中毒

　３ 胃にストレス性潰瘍（カーリング潰瘍）の形成

　４ 蛋白変性物質による中枢神経障害

問題３ 火傷で熱凝固、血管損傷による組織壊死に陥り潰瘍化が起こるのはどれか。

　１ １度火傷　　　２ ２度火傷　　　３ ３度火傷　　　　４ ４度火傷

問題４　火傷で水疱形成するが、瘢痕治癒となるものはどれか。

　１ １度火傷　　２ ２度浅達性火傷　　３ ３度火傷　　　　４ ２度深達性火傷

問題５　火傷について誤っているものはどれか。

　１ 炭化は第４度火傷である

　２ ９の法則で腹部は９％である　　体幹（９％×２）
　３ 重症例では多量の滲出現象により、脱水状態になりやすい

　４ 広範囲の火傷は火傷中毒の危険性がある

問題６ 電磁放射線の中で皮膚癌の原因となるものはどれか。

　１ 紫外線　　２ 可視光線　　３ 赤外線　　　　４ 電　波

問題７　放射線の感受性が強い組織はどれか。

　１ 神　経　２ 肝　臓　　３ 骨　髄＋リンパ、生殖器、皮膚　４ 筋　肉

問題８ 発病因子に放射線被爆があまり関与しないのはどれか。　

　１ 免疫不全　　　２ 生殖不全　　　　３ ウイルムス腫瘍　遺伝(腎芽腫)　４ 白血病

問題９　紫外線が主に侵すのはどれか。

　１ 角　膜　　２ 結　膜　　　３ 水晶体　　　４ 網　膜

問題10　誰にでも高山病が起こり得る高度として正しいのはどれか。

　１ 約２,０００ｍ　　　２ 約３,５００ｍ　　

３ 約５,０００ｍ　　　４ 約６,５００ｍ

問題11　ケイソン病について誤りはどれか。

　１ 急な気圧の上昇で起こる　　下降
　２ 血中の窒素の気化により起こる

　３ 中枢神経障害が起こりやすい　脳、脊髄で起きやすい
　４ 全身性にガス塞栓症を起こす

３）化学的病因作用

問題１　イタイイタイ病の原因として正しいのはどれか。

　１ アルキル化水銀の慢性中毒　有機水銀（水俣病）　　２ カドミウムの慢性中毒

　３ パラチオンの慢性中毒　農薬　４ ＤＤＴの慢性中毒

問題２　組合せで正しいのはどれか。

　１ ふく毒－－－－－－エンテロトキシン　　テトロドトキシン
　２ 一酸化炭素中毒－－神経毒　血液毒
　３ クラゲ毒－－－－－アフラトキシン

　４ ベンゼン中毒－－－再生不良性貧血

問題３　腎臓でカルシウム、リンの再吸収を阻害するものはどれか。

　１ カドミウム　　病的骨折　　２ ベンゼン

　３ ＰＣＢ　　　　　　　　　　４ 有機水銀

問題３　薬剤と副作用の組合せで誤っているのはどれか。

　１ ストレプトマイシン－－－聴覚障害

　２ キノフォルム－－－－－－スモン病

　３ ペニシリン－－－－－－－Ⅱ型アレルギー　Ⅰ型（アナフィラキシーショック）
　４ フレオマイシン－－－－－肺線維症

病理学　　　　　　　　　　　練　習　問　題　　　　　　　　　　　　p－３

問題４　ふく毒は次のどれか。　　　　　　　　　真菌類の毒素の総称　　腸管毒
　１ アフラトキシン　２ テトロドトキシン　３ マイコトキシン　４ エンテロトキシン

問題５　次の組合せで誤りはどれか。　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＣＢ
　１ 水俣病－－－－－－－－有機水銀　　　　２ カネミ油症－－－－パラチオン(農薬)
　３ 鼻中隔窄孔－－－－－６価クロム(肺癌も)　　　４ 多発性神経炎－－－－－鉛中毒

問題６　網膜の視神経細胞障害作用を示すものはどれか。

　１ サポニン　２ エチルアルコール（エタノール）
　３ 珪　酸　粉塵（石英）
４ メチルアルコール（メタノール）

問題７　外因について誤っている組合せはどれか。

　１ 潜函病－－－－－－血　栓　窒素栓塞　２ 一酸化炭素中毒－－窒　息

　３ サリドマイド－－－アザラシ肢症　　　４ パラチオン－－－－神経毒

問題８　水俣病について誤りはどれか。

　１ 原因は有機水銀の蓄積である　　　　　　

　２ 主に末梢神経障害を起こす　　中枢神経障害
　３ 胎盤通過により胎児性水俣病も起きる

　４ 症状としてハンターラッセル症候群が起きる　視野狭窄など
問題９　次の記述で誤りはどれか。

　１ 一酸化炭素はヘモグロビンとの親和性が強い

　２ 一酸化炭素は排ガスなどに含まれる

　３ 青酸ガスは呼吸酵素系を阻害する

　４ 青酸ガスは解毒できずに後遺症が残る　　解毒できて、後遺症も残らない
問題10　ベンゼン中毒について誤りはどれか。

　１ 揮発性のある液体である

　２ 中毒により中枢神経系の変性を来す

　３ 慢性中毒により再生不良性貧血を起こす

　４ 急性中毒では骨軟化となりやすい　　カドミウム
問題11  光化学オキシダントについて誤りはどれか。

　１ 排ガスに含まれる炭酸ガスにより起こる　　　２ 日光（紫外線）が関与する

　３ 細胞膜の脂質を酸化させる　　　　　　　　　４ 眼球や気道の炎症を起こす

問題12　次の関係で誤っているのはどれか。

　１ 六価クロム－－肺　癌　　　２ 鉛－－－－腸疝痛

　３ パラチオン－－散　瞳　　　４ 砒　素－－黒皮症

　　　　　　　　流涙　、 縮瞳
問題13　石綿（アスベスト）について適当でないのはどれか。

　１ 遅発性肺癌　　　　２（悪性）中皮腫

　３ アスベスト肺　　　４ 鼻中隔穿孔　六価クロム

４）生物的病因作用

問題１ 次の病原体のうら、自身の代謝経路を有さないのはどれか。

　１ 細　菌　　　２ ウイルス　　　３ リケッチヤ　　　４ スピロヘータ

問題２ ウイルスに関することについて正しいのはどれか。

　１ 光学顕微鏡で見ることが出来る

　２ 生きた細胞外でも増殖は出来る

　３ 核酸（ＲＮＡorＤＮＡ）とそれを取り囲む蛋白より出来ている

　４ リケッチアはウイルスの一種である

問題３　病原体が細菌である疾患はどれか。

　１ マラリア　原虫　２ 麻　疹　　　ウイルス
　３ 破傷風　　　　　４ 発疹チフス　リケッチア
問題４　次の組合せで適当でないのはどれか。　　　　　　
　１ 菌体内毒素－－エンドトキシンショック　２ 免疫機能－－アルブミン　グロブリン
　３ エイズ－－－－日和見感染　　　　　　　４ 抗生物質－－－菌交代現象

問題５　エイズウイルス感染により機能を障害されるのはどれか。

　１ 赤血球　　２ Ｔリンパ球　　　３ 好中球　　　４ Ｂリンパ球

問題６　ポリオウイルスが最も親和性をもつ身体の部位はどこか。

　１ 大脳灰白質　　　　２ 小脳灰白質

　３ 脊髄前角細胞　　　４ 脊髄後根神経節

問題７　成人Ｔ細胞性白血病（ＡＴＬ）の原因はどれか。

　１ ウイルス　　　　　　２　スピロヘータ

　３ リケッチア　　　　　４  放射線被曝

問題８　腸チフス菌が主に病巣とするのはどれか。

　１ 胃　　　２　小　腸　　　３ 大　腸　　　４ 直　腸

問題９　エイズで見られる日和見感染症の原因で多いのはどれか。

　１ 麻疹ウイルス　　　　２ ニューモシスチス・カリ二

　３ ポリオウイルス　　　４ ＶＲＥ（パンコマイシン耐性腸球菌）

問題10　免疫不全状態で病原性の弱い細菌、ウイルス、カビなどが

　　　病原性を発揮するようになる状態を何というか。

　１ 日和見感染　　２ 不顕性感染　　　３ 菌交代現象　　　　４ 持続感染

問題11　エンドトキシンショックを起こす病原体はどれか。

　１ ボツリヌス菌　エキソ ２ ジフテリア菌　エキソ　３ 大腸菌 ４ コレラ菌　エキソ
問題12　梅毒の病原体はどれか。

　１ 細　菌　　　　２ ウイルス　　　３ スピロヘータ　　　　４ マイコプラズマ

問題13　寄生虫について誤っているのはどれか。

　１ 条虫とはサナダムシとも云われ、頭部と体節からなる

　２ 回虫は飛沫感染をする

　３ 日本住血吸虫は宮入貝を中間宿主にもつ

　４ 蟯虫は夜間肛門外で卵を生む

問題14　ＡＩＤＳの感染経路として誤りはどれか。

　１ 不特定多数との性交　　　２ 汚染血の輸血

　３ 正常皮膚の接触　　　　　４ 妊娠中又は分娩時の垂直感染

問題15　肺アスペルギルス症の病原体はどれか。

　１ ウイルス　　　　　２ 真　菌

　３ クラミジア　　　　４ 細　菌

問題16　日和見感染症について誤っているのはどれか。

　１ 抵抗力の低下した宿主に平素無害菌による感染症を云う

　２ 悪性腫瘍、免疫抑制剤の投与などで起きる

　３ 日和見感染を起こす病原体にはインフルエンザが代表的である

　４ ＡＩＤＳのカリニ肺炎も日和見感染である
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３．循環障害

１）充血・鬱血

問題１　充血について誤っているのはどれか。

　１ 狭義では、臓器内に動脈血が充満した状態をいう

　２ 機能性、作業性、炎症性などに分類される　チアノーゼ
　３ 充血部位は温度の上昇、拍動がみられ暗赤色調を呈する 
　４ 消化時の消化管や筋運動時の当該筋にも生理的に起こる　生理的充血
問題２　充血について誤っているのはどれか。

　１ 静脈管腔の拡張が認められる。　動脈　　　　２ 充血が長期に及ぶと障害が起こる

　３ 炎症時は細静脈の収縮により充血が起こる　　４ 運動時には骨格筋に充血が起こる

問題３　うっ血の特徴ではないのはどれか。　　　
　１ チアノーゼ　　２ 動脈の拡張　　３ 浮　腫　うっ血性水腫　４ 局所静脈圧上昇

問題４　うっ血の病態で正しいのはどれか。

　１ 皮膚描記症：ミミズバレ　２ レイノー病 貧血　３ 紫斑病　出血　４ 痔　核

問題５　肝硬変により側副血行路に鬱血した。症状で誤りはどれか。

　１ 痔　核　　　２ 下腿静脈瘤　下大静脈(妊娠)　３ メズサの頭　　　４ 食道静脈瘤

問題６　僧帽弁狭窄症の時、鬱血が生じるのはどこか。　腹壁静脈
　１ 左心室　　　２ 肺　　　　３ 右心室　　　４ 全身（特に下肢）

２）貧血・虚血

問題１　局所貧血（虚血）について正しい組合せはどれか。

　１ 貧血部位の色調 ―― チアノーゼ　うっ血 ２ 神経性貧血 ―――― レイノー病

　３ 閉塞性貧血 ―― 象皮症　水腫(リンパ)  ４ 圧迫性貧血 ―――― バージャー病

問題２　貧血の原因として適当でないのはどれか。

　１ ビタミンＢ12欠乏症　悪性貧血　２ 葉酸欠乏　
　３ ビタミンＤ欠乏　　　　　　　４ 鉄欠乏

問題３　貧血以外にも免疫力低下などが見られるものはどれか。
　１ 溶血性貧血　　　２ 再生不良性貧血　　３ 神経性貧血　　　４ 反射性貧血

問題４　貧血の原因機序として誤っているのはどれか。

　１ 再生不良性貧血――――放射線被曝　　２ 鉄欠乏性貧血―――胃の切除 内因性
　３ 悪性貧血――――胃の切除　内因性　　４ 反射性貧血―――――二次性ショック

問題５　虚血について正しいのはどれか。

　１ 動脈管腔の狭窄・閉塞　　　　　２ 動脈管腔の拡張　充血
　３ 静脈管腔の狭窄・閉塞　うっ血　４ 静脈管腔の拡張　うっ血
問題６　次の記述で誤りはどれか。

  １ 鉄欠乏性貧血は女性に起きやすい全身性貧血である

　２ 再生不良性貧血は免疫不全などもあり骨髄移植の対象となる

　３ バージャー病は血栓血管炎による全身性貧血を起こす　局所性貧血
　４ 起立性低血圧により一過性脳貧血を起こすことがある

３）出血

問題１　出血について誤っているのはどれか。

　１ 赤血球が血管外にでることは出血の判断として重要である

　２ 出血のメカニズムには破綻性と漏出性とがある

　３ ビタミンＣ欠乏症は出血傾向を来す

　４ 肺からの出血をメレナという　（下部）消化管からの出血
問題２　喀血について誤っているのはどれか。

　１ ロから排出される　　　　　　２ 血液の色は暗赤色である　鮮紅色
　３ 肺結核症などで見られる　　　４ 泡が混在する

問題３　次の関係で誤っているのはどれか。

　１ タール便――――胃・十二指腸潰瘍　　　　２ 粘血便―――――赤　痢

　３ 鮮血便―――――Ｓ状結腸癌　　　　　　　４ 脂肪便―――――膵尾部癌　頭
問題４　漏出性出血に関係あるのはどれか。

　１ 壊血病　　　２ 外　傷　　　　３ 脳出血　　　　　４ 胃潰瘍

問題５　血管の内皮細胞間が離開して透過性が高まった結果おきる出血を何というか。

　１ 点状出血　　　　２ 斑状出血　　　　　３ 漏出性出血　　　４ 破綻性出血

　　　内出血　　　　　　内出血
４）血栓・塞栓・梗塞

問題１　血栓形成として誤っているのはどれか。

　１ 血流速度の低下　　２ 血管内皮の障害

　３ 血小板機能低下　　４ 多量の血管内異物混入

問題２　血栓について誤っているのはどれか。

　１ 血管内で血液が凝固する現象を血栓症という

　２ 血栓は動脈にも静脈にも起きる

　３ 血栓は心臓内では形成されない

　４ 血栓には赤色血栓、白色血栓、混合血栓などがある。

問題３　血栓について誤っているのはどれか。

　１ 白色血栓には赤血球が少ない

　２ 血栓は止血に重要な役割を果たしている

　３ 血栓が冠状動脈に起これば心筋梗塞の原因になる

　４ 血栓が一度生じるとその部位の血流は将来も再開しない

問題４　血栓形成の促進因子として関係ないのはどれか。

　１ エンドトキシン・ショック　　　２ 高度のうっ血

　３ 血色素量の変化　　　　　　　　４ 動脈硬化

問題５　赤色血栓について誤っている記述はどれか。　凝　固
　１ 血栓形成の後期に見られる

　２ 血流速度の低下（静脈）で形成されやすい

　３ 赤血球、白血球、血小板、線維素からなる

　４ 析出血栓とも云う　白色血栓
問題６　空気塞栓と関係ないのはどれか。

　１ 肺線維症　　２ 複雑骨折　　３ 外傷　　　４ 潜函病

問題７　骨折時に起きる塞栓について不適当なものはどれか。

　１ 空気塞栓　　　　２ 交叉性塞栓　心房中隔欠損　　３ 脂肪塞栓　　　４ 骨髄塞栓

問題８　塞栓症について誤っているのはどれか。

　１ 心弁膜症 ――――――――― 脳の血栓性塞栓症

　２ 外傷性複雑骨折 ―――――― 肺の脂肪性塞栓症

　３ スキューバダイビング ――― 脳のガス塞栓症

　４ 大腿静脈血栓 ――――――― 肝臓の血栓性塞栓症
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問題９　塞栓と梗塞について誤っているのはどれか。

　１ 塞栓には血栓、腫瘍細胞塊、脂肪組織などがある

　２ 潜函病は塞栓が血栓の例である　　空気(ガス)塞栓
　３ 塞栓が化膿菌の時には多発性膿瘍を生じやすい

　４ 梗塞には貧血性梗塞と出血性梗塞がある

問題10　貧血性梗塞を起こさないのはどれか。

　１ 脳梗塞　　　２ 心筋梗塞　　　３ 腸梗塞　　４脾梗塞

問題11　梗塞について誤っているのはどれか。

　１ 心筋梗塞の壊死巣は線維化される

　２ 腎梗塞の壊死巣は軟化融解する　凝固壊死　　軟化融解：脳？
　３ 出血性梗塞ではヘモジデリン沈着が見られる

　４ 貧血性梗塞の壊死巣はしばしば凝固壊死の形を取る

問題12　発赤および灼熱をまねく主要な要因はどれか。

　１ 局所貧血　　　２ 充　血　　　３ うっ血　　４ 血栓症

５）水　症

問題１　浮腫の原因と最も関係があるのはどれか。

　１ 血小板減少　２ 血清グロブリン減少　　３ 白血球増加　 ４ 血清アルブミン減少

問題２　心不全で見られる浮腫の主な原因はどれか。？
  １ リンパ管の閉塞　 ２ 動脈の拡張　３ ナトリウムの蓄積　４ 毛細血管内圧の亢進

問題3　腹水が滲出液となるのはどれか。

　１ 漿液性腹膜炎　　　　２ 肝硬変　　　　３ 鬱血性心不全　　　　４ 飢　餓

問題４　滲出液の特徴で誤っているのはどれか。

　１ 蛋白質量が多い　　　　　　２ 線維素が多い

　３ リバルタ反応陰性　　　　　４ 白血球が多い

問題５　水腫の発生機序に血漿膠質浸透圧が関与しないのはどれか。

　１ 腹膜炎　　２ 肝硬変　　３ ネフローゼ症候群　　　４ 飢餓

問題６　浮腫と原因との組合せで正しいのはどれか。

　１ 粘液水腫－－－腎機能低下　　　２ 肝性浮腫－－－低蛋白血症

　３ 腎性浮腫－－－副腎機能低下　　４ 心性浮腫－－－静脈圧低下　亢進
問題７　２次性脱水症と関係ないのはどれか。

　１ 低張性脱水症ともいう　　　２ 細胞内浮腫を生じる

　３ 口渇感が強い　１次性　　　４ 原因にアジソン病が挙げられる

問題８　脱水症の症状について誤っているのはどれか。

　１ 冷　汗　　　　２ 皮膚・粘膜の乾燥　３ 血圧上昇　　　４ 頻　脈

６）ショック

問題１　二次性ショックについて誤りはどれか。

　１ 有効循環血液不足により血液供給が障害された状態である

　２ 症状としては皮膚蒼白、血圧下降、脈拍微弱等が見られる。

　３ 生体反応として、末梢動脈は拡張する　収縮
　４ 広範な火傷、敗血症、大量出血時などで見られる

問題２ 遅発性ショックの原因について誤りはどれか。

　１ 心筋梗塞　　　２ 急性脱水症　　　３ 激しい精神的情動　　　４ Ⅰ型アレルギー

問題３ ショック時、優先的に血流が保たれるのはどれか。

　１ 肺　　　２　心臓　他に脳　３　腎臓　　　４ 肝臓

１）萎　縮

問題１　次の関係で正しいのはどれか。

　１ 圧迫萎縮―――――水頭症による脳萎縮

　２ 神経性萎縮――――褥　瘡

　３ 内分泌性萎縮―――シーハン病

　４ 生理的萎縮――――下垂体機能失調症による性腺の萎縮

問題２　次の記述で正しいものはどれか。

　１ ギプスにより圧迫性の萎縮が起こる　廃用性萎縮
　２ 下垂体の機能低下により甲状腺が萎縮する

　３ 単純萎縮とは細胞の容積と数が減少するものである

　４ 放射線の被曝により著しく神経細胞が萎縮する

問題３　萎縮について誤っているのはどれか。

　１ 構成細胞が消失し、細胞数が減少したものを単純萎縮という　数的
　２ ギプス固定時には廃用性萎縮が見られる

　３ 更年期以降の性腺萎縮は生理的萎縮である

　４ 老化や飢餓の際の萎縮はしばしば褐色萎縮が見られる

２）変　性

問題１　物質代謝異常による疾患でないものはどれか。

　１ 黄　疸　色素変性　２ 痛　風　無機質変性３ 糖尿病　脂肪変性　４ 血友病

問題２　タンパク変性と関係ないものはどれか。
　１ 心筋梗塞瘢痕治癒巣へのヒアリン沈着

　２ 刺激過剰によるたこの形成

　３ 高カロリー食によるアテローム性動脈硬化症　　脂肪変性
　４ アルツハイマー時のアミロイド沈着

問題３　心筋梗塞の瘢痕と特に関係するものはどれか。

　１ 角化変性　　　　２ 硝子滴変性　　　３ 硝子様変性　　　　４ アミロイド変性

問題４　次の組合せで誤っているものはどれか。

　１ 糖尿病－－－－－－－－－神経障害　糖尿病性ニューロパシー
　２ 心筋梗塞－－－－－－－－冠状動脈の脂肪変性

　３ アミロイドーシス－－－－無機化合物の沈着　蛋白質変性の中の類デンプン 変性
　４ 胆　石－－－－－－－－－コレステリン

問題５　脂肪変性に含まれるものはどれか。

　１ ニーマン・ピック病　類脂質蓄積症　２ フォン・ギールケ病　糖原変性
　３ フェニルケトン尿症　　　４ アジソン病　色素変性の中のメラニン色素
問題６　次の関係で正しいのはどれか。　　　　　血管内溶血　　　リポフスチンの沈着
　１ ビリルビン沈着－－－－－アジソン病　　２ ヘモジデリン沈着－－－－褐色萎縮

　３ メラニン色素沈着－－－－悪性黒色腫　　４ リポフスチン沈着－－－－肺梗塞巣

問題７　次の関係で正しいのはどれか。

　１ 褐色萎縮 － リポフスチン　　　２ 糖原変性 － ゴーシェ病　類脂質蓄積症
　３ 核黄疸－－カルシウム 間接ビリルビンの沈着　　４ 雀卵斑－－－ヘモジデリン

問題８　悪性黒色腫で多量に産生されるものはどれか。

　１ ビリルビン　　　　２ メラニン　　３ リボフスチン　　　４ ヘモジデリン

問題９　黄疸の際に血中に増加する色素はどれか。

　１ リボフスチン　　　２ ヘモジデリン　　　３ ビリルビン　　　　４ メラニン

問題10　肝後性黄疸について関係するのはどれか。

　１ 高尿酸血症　　２ 胆石　　３ 溶血性貧血　　４ Ｂ型肝炎
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問題12　肝後性黄疸の原因となるものはどれか。

　１ 不適合輸血　２ 新生児の生理的黄疸　　　３ 急性肝炎　　　　４ 膵頭部癌

問題13　閉塞性黄疸の所見で誤っているのはどれか。

　１ 灰白便 ２ 尿中ウロビリノーゲンの上昇 ３ 脂肪便 ４ 血中直接型ビリルビンの上昇

問題14　胆石の生成と関係ないのはどれか。

　１ ビリルビン　　　２ コレステリン　　　３ カルシウム　　　４ 尿　酸

問題15　痛風に関係があるのはどれか。

　１ コレステロール　　２ 尿酸　　３ 燐酸　　４ 蓚酸

問題16　無機質変性に含まれないものはどれか。　　　　　　　　　　蛋白質変性
　１ 尿路結石　　２ 痛風結節　　３ 動脈硬化部への石灰沈着　　４ 硝子様物質の沈着

問題17　尿路結石に関与しないものはどれか。

　１ 尿酸塩　　２ ビリルビン　　３ 蓚酸塩　　４ 燐酸塩

問題18　痛風に直接関係しないのはどれか。

　１ 高尿酸血症　　　　２ 尿路結石　　　３ プリン体代謝　　　４ 脂肪代謝

問題19　老化の所見で適当でないものはどれか。

　１ 肝臓などへのリポフスチン沈着　２ 皮脂腺の萎縮 ３ 汗腺の萎縮 ４ 免疫力の減少

問題20　変性の種類について正しい組合せはどれか。

　１ フィブリノイド変性 －－－－Ⅲ型アレルギー

　２ 硝子様変性 －－－－－－－－無機化合物沈着　蛋白質変性
　３ 角質変性 －－－－－－－－－白皮症　色素変性の中のメラニン色素低下
　４ 類澱粉変性 －－－－－－－－糖尿病　蛋白質変性
３）壊死と死

問題１　局所に起こる細胞や組織の死を何というか。

　１ 萎　縮　　２ 硬　直　　３ 融　解　　　４ 壊　死

問題２　壊死課程で細胞の自己融解に関わるものはどれか。

　１ ミトコンドリア　　２ リソソーム　　　３ リボソーム　　　４ ゴルジ装置

問題３　壊死について誤っているものはどれか。

　１ 貧血性梗塞ではしばしば凝固壊死が見られる

　２ 脳軟化症とは融解壊死の代表例である

　３ 壊疽とは基本的には融解壊死の一種である

　４ 四肢末端に起こった壊死は乾性壊疽となりやすい

問題４　融解壊死を起こす臓器はどれか。

　１ 脳　　　２ 心　臓　　　３ 腸　出血性壊死　４ 肺　出血性壊死
　　　　　　　　心臓、腎臓、脾臓：凝固壊死
問題５　病変部に融解壊死を生じるのはどれか。

　１ 心筋梗塞　　２ 腎梗塞　　　　３ 脳梗塞　　　　　４ 結核乾酪化巣

問題６　乾性壊疽を起こす疾患はどれか。

　１ ベーチェット病　　　２ レイノー病　　３ バセドウ病　　　４ バージャー病

問題７　湿性壊疽が生じやすいのはどれか。

　１ 肺梗塞巣　　　　　２ 心筋梗塞巣

　３ 脳梗塞巣　　　　　４ バージャー病による四肢末端の壊死巣

問題８　正しい組合せはどれか。

　１ 湿性壊疽－－－ミイラ　乾性　２ 凝固壊死－－－ゴム腫

　３ 偽性肥大－－－ペンだこ　　　４ 特異性炎－－－フルンケル

問題９　死後の反応で適当でないものはどれか。

　１ 死後数時間で血液は末梢静脈へ停留し、死斑が出現する
　２ 死後硬直は通常下肢から頭部に向かって起こる　頭部から下肢
　３ 腸内細菌の増殖により腹部が膨隆する

　４ 死後の変化は環境温度に影響される

問題10　次の文で誤りはどれか。

　１ 褐色萎縮は乳腺、子宮などによく見られる　　肝臓、心臓
　２ 脂肪変性は大動脈、肝臓などにしばしば見られる

　３ アミロイド変性の好発臓器は脾、腎などである

　４ 脳軟化巣は融解壊死である

問題11　肝硬変の記述で誤っているのはどれか。

　１ 肝実質細胞は壊死に陥り減少する

　２ 肝臓表面は堅く、つるつるしつやを帯びている

　３ 脱落した細胞の後に結合組織が増殖する　膠原線維 化した組織 → 瘢痕組織 → 変形
　４ ウイルス性肝炎（Ｂ型、Ｃ型）で起こりやすい

１）肥大・増殖

問題１　肥大について誤っているのはどれか。

　１ 個々の実質細胞の容積が増す　　　２ 細胞の数は通常変わらない

　３ 心臓の肥大には限界がある　　　　４ 偽肥大では実質細胞は萎縮する

問題３ 次の関係で誤りはどれか。

　１ 機能性肥大－－－－心弁膜症による心肥大

　２ 刺激性肥大－－－－連続的、持続刺激によるたこの形成

　３ 代償性肥大－－－－抜歯後の対歯の肥大　　補腔性肥大
　４ 内分泌性肥大－－－副腎除去による下垂体の肥大

問題４ 次の関係で誤っているものはどれか。

　１ 仕事肥大 －－－－－スポーツ心

　２ 仮性肥大 －－－－－一側腎の摘出による残存腎の肥大　代償性肥大
　３ 過形成 －－－－－－急性感染症

　４ 内分泌性過形成－－－ヨード欠乏による甲状腺の肥大　
問題５　次の文章で誤っているのはどれか。

　１ 高血圧症では通常左心室肥大が起こる

　２ 進行性筋ジストロフィー症における腓腹筋の肥大は見せかけで

　　 筋力は低下している

　３ 糖尿病の母親から産まれた子供には膵島の萎縮が見られやすい　過形成（肥大）
　４ 乳腺症は中年女性に見られる乳腺の異常増殖である

２）再生

問題１ 再生力を持たないものはどれか。

　１ 心筋細胞　　　２ 平滑筋細胞　　３ 神経膠細胞　　４ 肝細胞

問題２ 再生力の強いものはどれか。

　１ 神経線維　　　　２ 外肛門括約筋

　３ 大脳灰白質　　　４ 心筋線維　　
問題３ 生理的再生をするのはどれか。
表皮、粘膜上皮、脾臓・リンパ節、骨髄組織（骨髄芽球）、睾丸（精祖細胞）

　１ 毛細血管　　２ 神経線維　　３ 表皮細胞　　４ 結合組織

問題６ 全く再生しないものはどれか。

　１ 粘膜上皮　　２ 神経膠細胞　　３ 心筋　　４ 横紋筋

問題７ 未分化芽細胞の増殖による生理的再生はどれか。

　１ 軟骨　　　２ 結合組織　　３ 表皮　　４ 末梢神経

病理学　　　　　　　　　　　練　習　問　題　　　　　　　　　　　Ｐ－７
　３）化生　・　移植

問題１ 分化成熟を遂げた組織や細胞が別の細胞組織に変化することを何というか。
　１ 再　生　　　２ 化　生　　　３ 肥　大　　　４ 器質化　

問題２ 悪性腫瘍のとき腸上皮化生が見られやすいのはどれか。

　１ 気管支　　　２ 膀　胱　　　３ 子　宮　　　４ 胃

問題３ 粘膜の扁平上皮化生を抑制する働きがあるのはどれか。

　１ ビタミンＡ　２　ビタミンＣ　　　３ ビタミンＤ　　　４　ビタミンＥ

問題４　最も成功率の低い移植はどれか。

　１ 自家移植　　　２ 同系移植　　３ 同種移植　　　４ 異種移値

問題５ 一卵性双生児の間で行われる移植を何というか。

　１ 自己移植　　　２ 同系移植　　３ 他系移植　　　４ 異種移値

問題６ 臨床上一番多い移植はどれか。

　１ 自己移植　　　２ 同系移植　　３ 同種移植　　　４ 異種移植

問題８ 移植の拒絶反応はどれか。

　１ Ⅰ型アレルギー　２ Ⅲ型アレルギー　　３ Ⅳ型アレルギー　４ 自己免疫疾患

４）創傷治癒・異物の処理

問題１ 次の創傷のうち、一次的治癒の見られるのはどれか。

　１ 深い火傷 　　　　　　　　　　　　　２ ろう孔による傷 
３ 外科的手術で作られた傷 　　　　　　４ 鈍な外力による複雑な傷

問題２ 創傷治癒の記述で正しいのはどれか。

　１ 細菌感染は治癒を遅らせる　　　　　　２ 数日で、肉芽組織は瘢痕化する

　３ 肉芽組織は収縮し、平常皮膚化する　　４ 血行循環は治癒過程に影響がない

問題３ 慢性経過を辿り、組織像で特異な肉芽腫を作らないのはどれか。

　１ 結　核　　２ 梅　毒　　３ 癩　　　　４ 風　疹

問題４ 良い肉芽を形成する条件でないものはどれか。

　１ 細菌感染がある　　　　２ 創傷局所の血液循環がよい

　３ 鋭い傷口である　　　　４ 免疫力が強い

問題７ 肉芽組織の成分中に含まれないのはどれか。

　１ 線維芽細胞　　　　２ 好中球　　　３ 上皮細胞　　４ 毛細血管

問題８ 良い肉芽の条件として誤っているのはどれか。

　１ 毛細血管の増殖が豊富で血色がよい

　２ 浮腫状で混濁している

　３ 軟らかいが引き締まっている

　４ 線維化が強い

問題９ 一時的治癒について誤っているのはどれか。

　１ 外科的治癒　　　　２ 虫垂炎手術後の皮膚の瘢痕

　３ 無菌的切り傷で創縁が接する　　　４ 大量の肉芽形成

問題10 偽関節を形成する条件として誤っているのはどれか。

　１ 骨折面の癒合　２ 特殊な血流　　３ 栄養障害　４ 固定の不安定

問題11 体内に入った異物の周囲に一種の肉芽組織が作られ、異物を

　　　 取り込んで処理し、最終的に肉芽腫を残す過程を何というか。

　１ 吸　収　　　２ 排　除　　　３ 器質化　　　４ 被包化

問題12 生体の異物処理方法として誤っているのはどれか。

　１ 被包化　　　２ 凝　固　　　３ 器質化　　　４ 排　除

問題13 悪性腫瘍との関係が問題視されているものはどれか。

　１ 過形成　　　２ 化　生　　　３ 変　性　　　４ 萎　縮

問題６ 次のうち誤っているのはどれか。

　１ 化生とは分化した細胞が別の細胞に変化することを云う

　２ 個々の実質細胞の容積が増すことにより全体の大きさや重量を

　　　増やすことを過形成という　　肥大
　３ 末梢神経の再生は切断面から神経細胞が延長して行われる

　４ 骨折の治癒は両断端の骨組織が延長し融合する機序をとる

６．炎　症　　１）炎症一般

問題１ 起炎因子でないものはどれか。　　　　　　　　　　　　　＋ブラジキニン
　１ ヒスタミン　 ２　グロブリン　　　３ セロトニン　　　４ プロスタグランジン

問題２ 炎症の過程で肥満細胞から放出されるのはどれか。

　１ ヒスタミン　　２ ブラジキニン　　３ プロスタグランジン　　４ 免疫グロブリン

問題３ 炎症を示す所見で誤っているのはどれか。

　１ 疼　痛　　　　２ 腫脹　　　３ 機能障害　　４ 色素沈着

問題４ 急性炎症で見られないものはどれか。　　　　　　　慢性炎症
　１ 充　血　　　２ 細静脈収縮　　３ 白血球浸潤　　４ 組織の増殖

問題５ 急性炎症の所見はどれか。　　　　　　　　　　　　充血が起こる
　１ 好中球浸潤　　２ 瘢痕組織　　３ 肉芽腫形成　　４ うっ血

問題６ 炎症組織へ浸出し、壊死組織を貧食するのはどれか。

　１ マスト細胞　　２ リンパ球　３ マクロファージ　　４ 血小板

　　　肥満細胞
問題７ 次の記述で誤っているのはとれか。

　１ 急性炎症の病態は、組織傷害(退行性病変)・滲出反応（循環障害）

　　　が主体となる。

　２ 慢性炎症では、組織の増殖（進行性病変）が見られる

　３ 滲出反応では血漿タンパクが必ず滲出する

　４ 急性炎症では最初に好中球が浸潤する　血漿成分、炎症細胞を局所血管外へ浸出
問題８ 炎症反応に関与していないのはどれか。

　１ アセチルコリン　　２　ヒスタミン　　３ セロトニン　４ ブラジキニン

問題９ 炎症の五大徴侯でないのはどれか。

　１ 疼 痛　　　２ 腫　脹　　　３ 発　疹  発赤、発熱　 ４ 機能障害

問題10 炎症における滲出について正しいのはどれか。

　１ 障害された組織から出る刺激因子の働きにより肥満細胞や血小

　　　板などから種々の起炎物質が放出される。

　２ 起炎物質にヒスタミン、セロトニン、メラニンなどがある

　３ 起炎物質の作用により局所の大静脈が拡張し毛細血管の透過性

　　　が亢進する　　　　　　　小動脈
　４ 滲出はまず白血球などの血球成分が血管外に遊出し、次いで血漿

　　　成分が流出して炎症性浮腫の状態となる　　血漿成分が先
病理学　　　　　　　　　　　練　習　問　題　　　　　　　　　　　Ｐ－８
問題11 急性炎症の第２相の反応について誤っているのはどれか。

　１ 細動脈は収縮する　第一相　　２ 細静脈は収縮する

　３ 血管透過性は亢進する　　　　４ 炎症性水腫が見られる

問題12 最も血管外に透過しにくい血漿蛋白はどれか。 Ａ・Ｇ・Ｆの順
　１ グロブリン　２ フィブリノーゲン　　　３ アルブミン　　　４ トロンビン

問題13 炎症細胞遊走因子でないのはどれか。

　１ ロイコエグリシン　　　　　２ インターロイキン１（lL－１）

　３ ＴＮＦ（腫瘍壊死因子）　　４ ヒスタミン　起炎因子
２）炎症の分類

問題１ 化膿性炎に含まれないのはどれか。

　１ 膿　瘍　　　２ 偽膜性炎　線維素性炎　３ 蜂巣織炎　　４ 癤(せつ）

問題２ 線維素性炎に含まれるのはどれか。

　１ カタル性鼻炎　２ 面疔　　３ 大葉性肺炎　４ ひょう疽

問題３ 滲出液中に多量の線維素を含むものはどれか。

　１ 結　核　　　２ 虫垂炎　　　３ 絨毛心　　　４ 第２度熱傷

問題４ 滲出性炎に含まれないのはどれか。

　１ カタル性炎　　２ 蜂窩織炎　　　３ 偽膜性炎　　４ 変質性炎

問題５ 火傷の水疱や擦過によるマメはどれか。

　１ 漿液性炎　　　２ 線維素性炎　　３ 化膿性炎　　４ 出血性炎

問題６ 次の関係で誤っているのはどれ。

　１ 偽膜性炎－－ジフテリア　　２ 化膿性炎 －－ 疔

　３ カタル性炎－大葉性肺炎　線維素性炎　４ 腐敗性炎 －－ 肺壊疽

問題７ 次の関係で誤っているのはどれか。

　１ 喉頭ジフテリア － 偽膜性炎　　　　２ マ　メ － 漿液性炎

　３ 肝硬変 －－－－－ 増殖性炎　　　　４ 梅　毒 － 変質性炎　特異性炎
問題８ 炎症の分類について適切でない組合せはどれか。

　１ 火　傷 －－－－－－ 漿液性炎

　２ 結　核 －－－－－－ 変質性炎　特異性炎
　３ 暴飲暴食 －－－－－ カタル性炎　腸カタル
　４ フドウ球菌感染症 － 化膿性炎

問題９ 化膿菌はどれか。

　１ ブドウ球菌　　　２ ビブリオ菌　　３ 破傷風菌　　４ 赤痢菌

問題10 化膿性炎を起こす病原体はどれか。

　１ ウイルス　　　　２ レンサ球菌   　３ クラミジア　　４ボツリヌス菌

問題11 特異性炎に含まれないのはとれか。

　１ 結核　　　　　２ ワイル病 　３ ハンセン病　　４ サルコイドーシス

問題12 特異的肉芽腫を形成するのはどれか。

　１ 結核　　　２ 発疹チフス　　　３ エイズ　４ 淋　病

問題13 特異な肉芽を形成する慢性炎症性疾患でないものはどれか。

　１ サルコイドーシス　２ 結核　　３ バーキット・リンパ腫　４ 癩病

問題14 結核結節の構成成分として特徴的でないものはどれか。

　１ ラングハンス巨細胞　　２ 類上皮細胞　　３ 乾酪化巣　４　多核白血球　梅毒
問題15 結核症と関係ないのはどれか。

　１ 腰椎カリエス　　２ 初期硬結　梅毒　３ 空洞症　　　４ 冷膿瘍 炎症だが熱はない
問題16 結核の初期変化群に関与しないものはどれか。

　１ 胸膜下層の乾酪化病変　　　　２ 肺門リンパ節腫脹

　３ ツベルクリン反応陽性　　　　４ 粟粒結核　第二次
問題17 冷膿瘍が見られる疾患はどれか。

　１ 膿胸　　　２ 腰椎カリエス　　　３ 梅毒    ４ ヘルペス
問題18 結核について誤っているのはどれか。　
　１ 結核菌の多くは飛沫により呼吸器感染し、肺内初感染巣および結

　　　核性胸膜炎からなる初期変化群を形成する　　結核性胸膜炎が誤り
　２ 結核症の進展は管内性、リンパ行性、血行性に分けられる

　３ 肺結核における空洞は結核結節の中心部が壊死、乾酪化しそれが

　　　軟化崩壊して生じる

　４ 病巣が血管に開放すると結核菌が血液により全身に広がり

　　　骨、腎、髄膜などの結核症を引き起こす

問題19 先天梅毒に含まれないのはどれか。　　　　　　　　乳児梅毒
　１ 鞍　鼻　　２ 無痛性横痃　　３ ハッチンソン歯芽　４ パローの偽麻痺

問題20　後天性梅毒の症状はどれか。　ハッチンソン三徴候
　１ 実質性角膜炎　２ 無痛性横痃　１期　３ 内耳性聾　４ ハッチンソンの歯

間題21 組織像で特異な肉芽腫を作らないのはどれか。

　１ 結核　　　２ 梅毒　　　３ ハンセン病   ４ 風疹

問題22 梅毒の症状でないのはどれか。

　１ 初期硬結　　　２ 冷膿瘍　結核症の転帰　３　ゴム腫 　４ 鞍　鼻 先天性梅毒
問題23 梅毒の第１期に分類される病変はどれか。

　１ ゴム腫　３期　２ 脊髄癆　末期　３ 梅毒疹　２期　４ 硬性下疳

問題24 第３期の梅毒に見られる症状はどれか。

　１ 梅毒疹　　２ 初期硬結　　３ ゴム腫　４ 脊髄癆

問題25 変質性炎について誤っているのはどれか。　　好発：肝臓、心臓、腎臓尿細管
　１ 実質性炎とも呼ばれる

　２ 原因にクロロホルムなどの毒性の強い化学物質がある

　３ 間質組織の炎症が強い　実質臓器
　４ 混濁腫脹や空胞変性などを起こす

問題26 次のうち、滲出性炎に含まれないのはどれか。

　１ アレルギー性鼻炎　　　　２ ひょう疽

　３ 大葉性肺炎　　　　　　　４ 肝硬変･･･増殖性炎
問題27 皮下の疎性結合組織におこる化膿性炎はどれか。　
　１ 癰（よう）　２ 癤（せつ）　３ ひょう疽　　４ 疔（ちよう）　１，２，４：膿 瘍
問題28 化膿性炎について誤っているのはどれか。

　１ 滲出液を膿と呼ぶ

　２ 膿は主にリンパ球の死骸である　　好中球
　３ 原因菌にフドウ球菌・レンサ球菌が挙げられる

　４ 体腔に膿が貯留している状態を蓄膿という

問題29 増殖性炎について誤っているのはどれか。

　１ 急性炎症である　　慢性
　２ 代表例に肝硬変、肥厚性鼻炎などがある

　３ リンパ球やマクロファージの増殖が認められる

　４ 肉芽組織が形成され、後に瘢痕化される
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問題30 滲出性炎に含まれないものはどれか。

　１ 壊疽性炎　　２ 出血性炎　　３ 実質性炎　　４ カタル性炎

問題31 次の記述で誤っているはどれか。

　１ 炎症性水腫の液体は、すべて滲出液である

　２ 漿液性炎ではフィブリンを含まない

　３ 線維素性炎では多量のフィブリンが析出する　正しい
　４ 線維素性炎は急性炎症の初期に見られる反応である　　漿液性炎
問題32 次の記述で誤っているはどれか。

　１ 劇症肝炎では組織破壊が強く、出血性滲出液を認める

　２ 虫垂炎は蜂巣炎を起こす　正しい
　３ 腐敗性炎（壊疽性炎）は、腐敗菌の感染により起こる　正しい
　４ ジフテリアでは、膿が溜まり偽膜を形成する　線維素
問題33　結核症について正しいのはどれか。

　１ 粟粒結核症になることが多い　　　あまりない
　２ 感染するとほとんどの症例で発病する

　３ 結核への免疫反応は細胞性免疫によりなる

　４ 結節の中心層にはラングハンス巨細胞が多数存在する　内層
問題34　結核について誤っているのはどれか。

　１ 結核菌はマクロファージ内でも生存できる

　２ 結核に対する免疫はＩｇＧ抗体が主役となる　リウマトイド因子　細胞免疫型
　３ １次結核症（初期変化群）では肺門リンパ節腫脹が見られる　　
　４ ２次結核症では骨や腎臓など全身性に病巣が広がる

７．腫　瘍　　１）腫瘍の一般

問題１ 腫瘍について誤っているのはどれか。

　１ 発育形式は上皮性では浸潤性発育を、非上皮性では膨張性発育を示す　
　２ 癌腫は上皮性悪性腫瘍で、肉腫は非上皮性悪性腫瘍である　正しい
　３ 細胞の異型性は良性腫瘍で軽く、悪性腫瘍で強い　正しい
　４ 上皮性腫瘍は一般的に蜂窩状になるが、非上皮性腫瘍は　正しい
　　腫瘍実質と間質とが混じり合っている

問題２ 腫瘍細胞の特徴として誤っているのはとれか。

　１ 組織細胞に比べ、細胞核／細胞質の比が大きい

　２ 良性から悪性腫瘍に移行するに従い、細胞核の大小不同を示す

　３ 正常組織に比して核分裂異常が少ない　　多い
　４ 腫瘍細胞の染色体では、しばしば異倍数性が認められる

問題３ 悪性腫瘍の一般的な特徴として正しいのはどれか。

　１ 周囲組織への浸潤　　　２ 正常組織との境界鮮明

　３ 増殖が遅い　　　　　　４ 破壊性が少ない

問題４ 次のうち癌の転移を最も受けやすい臓器はどれか。

　１ 甲状腺　　　２ 脾　臓　　　３ 心　臓　　　４ 肝　臓

問題５ 癌が転移しにくいのはどれか。

　１ 肝臓　　２　脾臓　　　３ 肺　　　４ 脳

問題６ 癌の転移を受けやすいのはどれか。

　１ 肺　　　２ 心　臓　　　３ 大動脈　　４ 筋　肉

問題７ 増殖が盛んで、転移も速く最も悪性度の高い癌腫はどれか。

　１ 未分化癌　　　２ 腺　癌　　３ 扁平上皮癌　　４ 肉　腫

問題８ 発癌因子と腫瘍の組合せで誤っているはどれか。

　１ 肝　癌 －－－－－－－－－－ ＨＢＶ

　２ 肺　癌 －－－－－－－－－－ 喫　煙

　３ バーキットリンパ腫 －－－－ ヘルペスウイルス

　４ 成人Ｔ細胞性白血病 －－－－ ＨＩＶ　ＨＴＬＶ
問題９ 粘膜癌の予防効果があるとされるものはどれか。

　１ カルシウム　　２ 鉄　　　３　ビタミンＡ　４ 亜　鉛

問題10 一般に粘液を分泌する腫瘍はどれか。

　１ 腺癌　　　２ 扁平上皮癌　　３ 未分化癌　　４ 悪性リンパ腫

問題11 腫瘍細胞の特徴でないのはどれか。

　１ 巨大細胞　　　　　　２ 極性がある　３ 核異型　　４ 染色体の異倍数性

問題12 癌細胞が腹腔内に漏れて広がる増殖はどれか。

　１ 血行性転移　　　　２ 播種性転移　　３ リンパ行性転移　４ 膨張性発育

問題13 何らの分化傾向を示さない腫瘍はどれか。

　１ 未分化癌　　　２ 肉　腫　　　３ 腺　癌　　４ 腺　腫

問題14 ウイルスが発癌因子として関与しやすい癌はどれか。

　１ 乳　癌　　　２ 肝　癌　　　３ 胃　癌　 　４　肺癌

問題15 ＥＢウイルスが原因で起きる癌はどれか。

　１ 肝　癌　２ 肺　癌　３ 成人Ｔ細胞白血病　　４ バーキット・リンパ腫

問題16 ヘルペスウイルスと関係ないのはどれか。　　　　　　　　アデノウイルス
　１ 子宮頸癌　　　２ バーキット・リンパ腫　　３ 鼻咽頭癌　４ 網膜芽腫

問題17 内分泌異常を来すことがあるのはどれか。

　１ ．肺　癌　　　２．食道癌　　　３．咽頭癌　　４．舌　癌

問題18 子宮頸癌の発病に関与するウイルスはどれか。 
　１ ＥＢウイルス　　　　　２ ヒトパピローマウイルス

　３ ムンプスウイルス　　　４ コクサッキーウイルス

２）腫瘍の分類

問題１ 悪性腫瘍はどれか。

　１ 線維腫　　　２ 腺腫　　　３ 網膜芽腫　　　４ 血管腫

問題２ 成人で見られる悪性腫瘍はどれか。

　１ 肝芽腫　　２ ウィルムス腫瘍　　３ 網膜芽腫　　　４ クラビィッツ腫瘍

問題３ 腫瘍について正しい記述はどれか。　　　　　　　　　腎細胞癌
　１ 線維腫は悪性非上皮性腫瘍である　良性
　２ 乳頭腫は良性非上皮性腫瘍である　上皮
　３ 血管肉腫は悪性上皮性腫瘍である  非上皮性
　４ 腺腫は良性上皮性腫瘍である

問題４ 悪性腫瘍について誤っているのはどれか。

　１ 化学性発癌物質には３，４－ベンツピレンなどがある　コールタール（世界初の発癌）
　２ バーキット・リンパ腫の原因にウイルスが考えられている ＥＢウイルス
　３ 慢性骨髄性白血病にはフィラデルフィア染色体が見られる

　４ 肺癌は喫煙によるものが多く、その大半が腺癌である　扁平上皮癌、腺癌共に４０％
問題５ 成人に発現しやすい悪性腫瘍はどれか。

　１ 肝芽腫　　　２ 網膜芽腫　　３ 膵臓癌　　４ ウィルムス腫瘍（腎癌）
問題６ 悪性腫瘍の特徴はどれか。

　１ 細胞の大きさや形がそろっている

　２ 転移することはまれである

　３ 細胞の核分裂異常が多い

　４ 正常組織との境界は明確である
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問題７ 良性腫瘍に属するのはどれか。

　１ 脂肪腫　　　２ 腺　癌　　　３ カルチノイド　　　４ 骨肉腫

問題８ 扁平上皮癌が好発する部位として正しいのはどれか。

　１ 脳　　　　２ 皮　膚　　　３ 甲状腺　腺癌　４ 骨　肉腫
問題９ 胃癌の好発部位はどこか。

　１ 噴門部　　　２ 大　弯　　　３ 胃底部　　　４ 幽門部

問題10 神経性腫瘍はどれか。

　１ 悪性リンパ腫　　２ 悪性中皮腫　　　３ 悪性褐色細胞腫　　　　４ 悪性胸腺腫

問題11 正しいのはどれか。

　１ 胃癌は良性潰瘍からも高率に出現する　
　２ 血痰を訴える人がいたら肺癌か、肺結核である

　３ 未分化癌は転移も早く悪性度が高い

　４ 皮膚癌は肉腫の１つである　扁平上皮癌
問題12 上皮性腫瘍でないものはどれか。

　１ 悪性黒色腫　　　２ 子宮体癌　　３ 子宮頸癌　　４ 肺　癌

問題13 悪性黒色腫で多量に産生される色素は何か。

　１ ビリルビン　　２ ヘモジデリン　　　３ リポフスチン　　　４ メラニン

問題14 非上皮性腫瘍でないものはどれか。

　１ 線維腫　　　２ 網膜芽腫　　　３ 神経鞘腫　　４ 乳頭腫
問題15 上皮性腫瘍はどれか。

　１ 肉芽腫　　　２ 子宮筋腫　３ 嚢胞腺腫　　４ ホジキン病

問題16 上皮性腫瘍はどれか。

　１ 褐色細胞腫　　　２ メラノーマ 　３ カルチノイド　　４グロームス腫瘍

問題17 非上皮性腫瘍はどれか。

　１ 卵巣嚢腫　　　２ 子宮筋腫　　３ 子宮体癌　　４ 子宮頚癌

問題18　癌腫の特徴でないものはどれか。

　１ 腫瘍組織は蜂巣構造を示す

　２ 実質と間質の境は明瞭である

　３ 正常組織と腫瘍組織の境は明瞭である　良性と悪性の区別
　４ リンパ行性に転移しやすい　正しい
問題19 悪性腫瘍の特徴でないのはどれか。

　１ 非連続的発育をする　　　２ 浸潤性発育をする

　３ 母地細胞に類似する　　　４ 再発しやすい

問題20 腫瘍でないものはどれか。

　１ ホジキン病　　２ カルチノイド　３ 甲状腺腫　　４ 嚢胞腺腫

問題21 男性より女性に多い癌はどれか。

　１ 甲状腺癌　　２ 肺　癌　　　３ 肝　癌　　　４ 胃　癌

問題22 胃癌が播種性にダグラス窩に転移するものはどれか。

　１ クルケンベルグ腫瘍　　　　２ グロームス腫瘍

　３ ウィルムス腫瘍　　　　　　４ シュニッツラー転移

問題23 悪性腫瘍に関して誤っている組合せはどれか。

　１ 細胞の異型性 －－ 強　い　　２ 発育形式 －－ 膨張性　浸潤性
　３ 発育速度 －－－－ 速　い　　４ 転　移 －－－ 多　い

問題24 扁平上皮癌の好発部位はどれか。

 １ 子宮体部　腺癌 ２ 大腸　腺癌 ３ 子宮膣部　４ 卵巣 腺癌
問題25 腺癌の好発部位はどれか。

　１ ホクロ　２ 膀胱　腎盂以下は扁平上皮癌　　３ 膵臓　　　４ 食道  扁平上皮癌
問題26 次の記述で誤っているものはどれか。

　１ 上皮内癌は早期癌に分類される

　２ 粘膜下層までの浸潤は早期癌に分類される

　３ 胃癌に先行する胃潰瘍などを側癌変化という　癌化と関係がない（原因と結果が逆の場合）
　４ 胃癌では腸上皮化生が高率で見られる

問題27 次の関係で不適当なものはどれか。

　１ アフラトキシン－－－－ 肝細胞癌

　２ 放射線被曝－－－－ －－白血病

　３ 遺伝傾向－－－－ －－－腎ウィルムス腫瘍

　４ 間質が多い－－－－ －－髄様癌　間質組織が少なく、実質細胞が多い － 柔らかい
問題28 正しい組合せはどれか。　　硬癌：間質組織が多く、実質細胞が少ない － 硬い
　１ 成熟型上皮性腫瘍－－－ －－扁平上皮癌

　２ 成熟型非上皮性腫瘍－－－ －平滑筋腫

　３ 未成熟型上皮性腫瘍－－－ －ホジキン病　　非上皮性
　４ 末成熟型非上皮性腫瘍－－－ カルチノイド  上皮性
問題29 悪性腫瘍はどれか。

　１ 線維腫　　　２ 乳頭腫　　　３ 肝芽腫　　　４ 血管腫

問題30 胃癌において早期癌の浸潤範囲はどこまでか。

　１ 固有筋層まで　　　　２ 粘膜筋板まで

　３ 粘膜下層まで　　　　４ 粘膜上皮まで

問題31 胃癌においてどこまで浸潤すると進行癌とするか。

　１ 粘膜下組織　　２ 粘膜筋板　　３ 固有筋層　　３ 漿膜下層
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８．免　疫　１）免疫一般
問題１ 免疫について誤っているのはどれか。

　１ １度侵入した抗原情報は長期記憶されている

　２ 個々の抗体は多様性を持ち、色々な抗原に対応する

　３ 自己と非自己を識別することが基本である

　４ ２次免疫（獲得免疫）機構ではＴリンパ球が主役となる

問題２ 免疫について誤っているのはどれか。

　１．自然免疫の主体はリンパ球である　ＮＫ細胞
　２．細胞性免疫ではＴ細胞が反応細胞となる

　３．抗原情報は大貪食細胞からリンパ球に伝えられる

　４．液性免疫の主要な細胞はＢ細胞である

問題３ 抗原提示細胞（ＡＰＣ）でないのはどれか。

　１．樹状細胞　　　　　２．マクロファージ（Ｍφ）

　３．肥満細胞　炎症　　４．クッパー細胞

問題４ 免疫について誤っているのはどれか。

　１．Ｔリンパ球は細胞性免疫に関与する

　２．ヘルパーＴリンパ球はＢリンパ球を介助し、形質細胞増殖に働く

　３．サプレッサーＴリンパ球はＢリンパ球の抑制に働く　Ｔリンパ球
　４．Ｂリンパ球は胸腺依存性で液性免疫に関与する

問題５ 免疫の記述として誤っているのはどれか。

  １．体液性免疫は形質細胞の産生する抗体が抗原と免疫反応を起こす

　２．抗原を認識したＴ細胞は分裂分化して形質細胞となる 　Ｂ細胞
　３．細胞性免疫は感作リンパ球が抗原と特異的に反応して種々の免疫反応を起こす

　４．結核症に対する免疫反応は細胞性免疫が主役を演ずる

問題６ 抗原特異性に反応するのはどれか。

  １．マクロファージ　２．ＮＫ細胞　　　　３．Ｂ細胞　　　　４．好中球

問題７　液性免疫に関与しないものはどれか。

　１　マクロファージ　２．プラズマ細胞　３．キラーＴ細胞　４．γ－グロブリン
問題８ 細胞性免疫に関与しないのはどれか。

　１．マクロファージ　２．形質細胞　　３．キラーＴ細胞　４．リンフォカイン

問題９ 液性抗体を産生する細胞はどれか。

　１．マクロファージ　　２．プラズマ細胞　　　３．Ｔ細胞　　　　４．骨髄細胞

問題10 上皮組織において,微生物などの異物の侵入を阻止している免疫グロブリンはどれか。

　１．ＩｇＡ　？　２．ＩｇＧ　　３．ＩｇＭ　　　４．ＩｇＥ

問題11 次の関係で適当でないのはどれか。

　１．ＩｇＡ－－初乳中に含まれる

　２．ＩｇＧ－－最も多く存在し、主要な抗体となる

　３．ＩｇＭ－－胎盤を通過する唯一の抗体　Ｇ
　４．ＩｇＥ－－Ⅰ型アレルギーと関与する

２）自己免疫疾患

問題１ 自己免疫疾患でないのはどれか。

  １．全身性エリテマトーデス　　　２．関節リウマチ

　３．バセドー病　　Ｖ型　　　　　４．エイズ　
問題２ 自己免疫疾患でないのはどれか。

　１．橋本病　　　　　２．全身性紅斑性狼瘡

　３．レイノー病　　　４．関節リウマチ

問題３ 自己免疫疾患はどれか。

　１ 川崎病　　　２ 手足口病　　３ 橋本病　　　４ ホジキン病

問題４　関節リウマチについて誤っているのはどれか。　？
　１ 主にⅢ型アレルギーで免疫複合体の沈着で炎症が起こる

　２ ４０代の女性に多く、大関節から障害する

　３ アミロイド沈着を来すことがあり、腎不全などを起こす 
　４ 免疫複合体沈着部がフィブリノイド変性を起こす　　ＳＬＥ
３）免疫不全

問題１ 次のうち後天性免疫異常はどれか。

　１．ダイ・ジョージ症候群　　　２．スイス型ガンマグロブリン症

　３．エイズ　　　　　　　　　　４．低ガンマグロブリン血症

問題２ 免疫不全状態を起こさないのはどれか。

　１．強力な抗ガン剤　　２．ステロイド剤　　３．放射線治療　　　４．かぜ薬

問題３ 先天性免疫不全を起こすものはどれか。

　１ ＳＬＥ　　　　　　　　　　２　ＡＴＬ

　３ ダイ・ジョージ症候群　　　４  サイトメガロウイルス感染症

問題４ 免疫不全と関係ないのはどれか。

  １ 白血病　　　　２ 再生不良性貧血　　　３ 鉄欠乏性貧血　　　４ ホジキン病

４）アレルギー

問題１ アレルギー反応の型について正しい組合せはどれか。

　１．Ⅰ型反応－－アナフィラキシー型　　　　２．Ⅱ型反応－－アルサス型　Ⅲ
　３．Ⅲ型反応－－細胞免疫型　　　Ⅳ　　　　４．Ⅳ型反応－－細胞障害型　Ⅱ
問題２ 次の関係で誤っているのはどれか。

　１．アナフィラキシー型－－ペニシリンショック

　２．細胞障害型－－－－－－血小板減少症

　３．免疫結合体型－－－－－異形輸血　細胞障害型
　４．細胞免疫型－－－－－－移植の拒絶反応

問題３ アレルギー疾患でないのはどれか。

　１．気管支喘息　　２．ペニシリンショック　　３．じんま疹　　４．麻　疹

問題４　Ⅱ型アレルギーはどれか

　１．アナフィラキシー型　２．細胞免疫型　　　３．免疫結合体型　　４．細胞障害型

問題５ アレルギーと関係ないのはどれか。

　１．喘　息　２．春季カタル　３．ばら疹　腸チフス、梅毒   ４．アトピー性皮膚炎

問題６ 気管支喘息について誤っているのはどれか。

　１．アナフィラキシー型のアレルギーである　　２．ヒスタミンとの関連が大きい

　３．ツベルクリン反応と同じ機序で起こる　　４．花粉、タ二、等がアレルゲンとなる

問題７ 花粉症について正しいのはどれか。

　１．ツベルクリン反応と同じ機序で起きる　

　２．発症にはＴリンパ球が深く関与している

　３．ＩｇＥの関与がある

　４．自己免疫疾患である

問題８　アレルギーについての関係で誤っているはどれか。

　１ アナフィラキシー型－－液性免疫－－－アレルギー性鼻炎

　２ 細胞免疫型－－－－－－Ｔ細胞－－－－拒絶反応

　３ 細胞障害型－－－－－－遅延型－－－－不適合輸血　　即時型
　４ Ⅲ型－－－－－－－－－免疫複合体－－ＳＬＥ
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先天異常

１）遺伝性疾患・染色体異常

問題１　人の染色体の数として正しいのはどれか。

　１ ２２個　　２ ２４個　　　３ ４４個　　　４ ４６個

問題２　人のＹ染色体について正しいのはどれか。

　１ 男だけがもっている　　　２ 女だけがもっている

　３ 男女共にもっている　　　４ 常染色体の一つである

問題３　次の記述で誤っているはどれか。　　　　　　　　　
　１ ヒトの染色体数は４６である　　　　２ ウイルス感染はＤＮＡの突然変異源となる

　３ 常染色体性劣性遺伝病は男性に多い性４ 多因子遺伝病は環境因子の影響も関与する

問題４　次の記述で誤っているはどれか

　１ 先天性代謝異常の多くは常染色体劣性遺伝病である

　２ 遺伝性疾患には男性に起こりやすいものがある

　３ 染色体異常は遺伝性疾患である

　４ 常染色体のモノソミーは生存できない

問題５　血友病の分類として正しいものはどれか。

　１ 遺伝性先天性疾患　　　２ 伝染病　　３ 非遺伝性先天性疾患　　　４ 後天性疾患

問題６　伴性劣性遺伝病はどれか。　常染色体劣性遺伝　　　　常染色体優性遺伝
　１ 血友病　２ バセドー病　　３ 色素性乾皮症　　　４ 家族性大腸ポリポーシス

問題７　次の疾患のうち多因子遺伝性でないのはどれか。

　１ 本態性高血圧　　２ 兎　唇　　　３ 糖原病　　　　４ 先天性股関節脱臼

問題８　先天性遺伝疾患でないものはどれか。

　１ マルファン症候群　２ 兎　唇　　３ ダウン症候群　　４  糖原病

問題９　ダウン症候群の記述で誤っているのはどれか。

　１ ２１番目の常染色体のトリソミーである

　２ 母親の年齢が進むほど高率に発生する

　３ 精神発達障害や心奇形を伴うことがある

　４ 網膜芽腫を伴うことが多い　　小児悪性腫瘍
問題10　ダウン症候群の記述として正しいのはどれか。

　１ 発生率は母親の年齢が低いほど多い　高い
　２ 性染色体異常によって起こる　常染色体
　３ 染色体数は４６である　　２１番染色体のトリソミー　　４７
　４ 心奇形を伴うことが多い

問題11　フィラデルフィア染色体が見られる疾患はどれか。

　１ ターナー症候群　２ 超女性　　　３ 慢性骨髄性白血病　　　　　４ ダウン症候群

問題12　常染色体の構造上の異常を示す疾患はどれか。常染色体優性遺伝
　１ クラインフェルター症候群　数異常　　　２ ハンチントン舞踏病

　３ フェニルケトン尿症　　　　　　４ 猫鳴き症候群　＋慢性骨髄性白血病
問題13　正しいのはどれか。

  １ ダウン症候群は横隔膜挙上の特徴がある

　２ クラインフェルター症候群は女性のみに出現する　男性　ＸＸＹ
　３ ターナー症候群はモノソミーを来す　　Ｘのみ　Yがない
　４ 初産年齢が低いほど染色体異常が出現しやすい　　高い
問題14　先天異常について誤っているのはどれか。

　１ ダウン症候群は２１番染色体のトリソミーにより生じる

　２ クラインフェルター症候群は性染色体がＸＸＹである

　３ ターナー症候群は性染色体がＸＸＸであり女性の表現型を示す  ＸＯ
　４ フェニルケトン尿症はフェニルアラニン水酸化酵素の欠損症である

問題15　次の疾患のうち、染色体の数の異常によるものはどれか。

　１ ダウン症候群　２ バージャー症候群　３ フェニルケトン尿症　４ パーキンソン病

問題16　性染色体の数の異常で起こる疾患はどれか。

　１ 血友病　２ クラインフェルター症候群　　３ ダウン症候群　４ マルファン症候群

問題17　疾患と染色体異常との組合せで正しいのはどれか。

　１ クラインフェルター症候群―――４５，X　　　ターナー症候群
　２ ターナー症候群――――――――４７，XXY　 クラインフェルター症候群
　３ 慢性骨髄性白血病―――――――フィラデルフィア標識染色体

　４ ダウン症候群―――――――――Ｇ２２トリソミー　２１
問題18　常染色体が多いものはどれか。

　１ ターナー症候群　性染色体　　　　　２ クラインフェルター症候群　性染色体
　３ マルファン症候群　常染色体優性遺伝　　４ ダウン症候群

問題19　染色体に構造の異常を来すものはどれか。

　１ ターナー症候群　　２ 猫鳴き症候群　　　３ 先天性股関節脱臼　　４ 先天性梅毒

問題20　男子のみに出現する可能性のあるものはどれか。

　１ 伴性遺伝病　２ 常染色体劣性遺伝病　３ 常染色体優性遺伝病　　４ 性染色体異常

問題21　次の関係で適当でないのはどれか。

　１ 常染色体優性遺伝病 ―― レックリングハウゼン病

　２ 常染色体劣性遺伝病 ―― 素性乾皮症

　３ 多因子遺伝病 ――――― 先天性股関節脱臼

　４ 常染色体異常 ――――― クラインフェルター症候群　性染色体
２）奇　形

問題１ 次の記述で適当でないのはどれか。

　１ 奇形とは出生時に見られる形態的異常をいう

　２ 奇形は外見から肉眼で診断できるものをいう　　内臓奇形は外見でわからない
　３ 奇形の原因には遺伝的要因と環境的要因が大きく関与する

　４ 妊娠中のアルコール摂取は奇形発生の原因となりうる

問題２　奇形発生について適当でないのはどれか。

　１ 胚子発生期（胎齢２週まで）は奇形を形成しない

　２ 胎芽期（胎齢３～１０週）は最も重大な奇形の発生時期となる

　３ 胎生期（胎齢１１週以降）は奇形発生に全く関与しない　影響が少ない
　４ 奇形発生を可能にする一定期間を奇形の臨界期という

問題３　妊娠のどの時期に風疹に羅患すると胎児の奇形発生の可能性が高くなるか。

　１ 妊娠初期　２ 妊娠中期　　３ 妊娠後期　　　４ どの時期でも差がない

問題４　催奇形因子でないのはどれか

　１ トキソプラズマ　　　　２ 風疹ウイルス

　３ 結核菌　　　　　　　　４ サイトメガロウイルス

問題５　次の関係で誤っているのはどれか。

　１ 梅毒 ―――――――― ハッチンソン歯牙

　２ 有機水銀中毒 ―――― 胎児生水俣病

　３ サリドマイド ―――― アザラシ肢症

　４ 若年者の出産 ―――― ダウン症候群

問題６　異常融合による生じた奇形はどれか。

　１ 二分脊椎　　　　　　２ 兎　唇

　３ アザラシ肢症　　　　４ 馬蹄腎
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１．内　因


１）素　因





　１ 常染色体劣性遺伝病　　　　　　２ 性染色体劣性遺伝病


　３ 自己免疫疾患　女性に多い　　　４ 免疫不全疾患








２）内分泌


問題１ 次の記述で誤りはどれか。





１ 腎障害　　　　２ 網膜障害　　　３ 白内障　　　　４ 神経障害





【（悪性）中皮腫】


悪性中皮腫あるいは単に中皮腫と呼ばれている．胸腔や腹腔の表面をお


おう中皮由来と考えられる肉腫で，胚や腹腔内臓器の表面を囲むように，


びまん性に発育することが多い．


【中皮】


臓器組織の表面をおおう細胞は上皮細胞と呼ばれるが，このような細胞


は外胚葉，中胚葉あるいは内胚葉に由来する．しかし真の意味の上皮は


外胚葉および内胚葉由来のものであるとの考えがあり，中胚葉由来の上


皮である内皮と中皮は通常は上皮の中には入らない．胸膜，腹膜，心外


膜などの外表面を被覆する単純扁平上皮が中皮と呼ばれており，通常の


上皮と同様に基底膜を有している．体液の通過が容易な１層の薄い上皮


様細胞層である．


【アスベスト肺】


肺に間葉性線維化および臓側胸膜に，線維性肥厚が生じたものをいう．


早期にアスベスト暴露を中断しなければ進行性に経過し．呼吸不全ある


いは肺炎などを好発し死亡する．もし緩徐な進行であれば，肺癌を好発


する．十分な健康管理を要する疾患である．








ＮＯx：過酸化窒素





溶血性連鎖球菌





先天性グリコーゲン分解酵素欠損症（常染色体性劣性遺伝病）





フォン・ギールケ病


ポンペ病





副腎腫瘍





クッシング病





喉頭癌、食道癌も





バセドー病、橋本病も





伴性劣性遺伝





性差なし





性差なし





擬ポリポーシス





新生児





新生児





成人





小児期 Ｎｏ１


急性白血病





腎芽腫：ウイルムス腫瘍





マクロファージも





日本人





日本人





副甲状腺（上皮小体）





カビ毒





シンナー系











門脈　側副静脈





赤血球、白血球、血小板





どこかに偏ったので、どこかが貧血：一次性ショック





血液成分がつまってその先が貧血





良性、悪性腫瘍の区別





悪性黒色腫は神経性





良性血管腫瘍





ＭΦ，Ｔｋ





蜂窩織炎（蜂巣炎、ﾌﾚｸﾞﾓｰﾈ）





ＥＢウイルスによる腫瘍





卵円孔開存





甲状腺機能低下





低蛋白血症





成人以降…→ 胸腺萎縮、更年期以降…→ 卵巣萎縮





増殖能の旺盛な組織(骨髄、リンパ腺、生殖腺etc．)の萎縮





火傷（Ⅱ度深達性以上）





他にゴーシェ病





メラニン色素低下　常染色体劣性遺伝病





メラニン色素沈着





１，２　肝前性黄疸（ 溶血 性黄疸）





肝性黄疸





＋セロトニン





破壊された細胞から





慢性炎症





最初に好中球が出るのは正しい





＋連鎖球箘





蜂窩識炎の原因





＋腸チフスも





共にマクロファージ系





好中球





気管、腸管を通して





変質性炎





神経性





神経性





胃癌では





常染色体劣性遺伝





常染色体劣性遺伝
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